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人
間
誰
し
も
何

か
を
行
う
こ
と
へ

の
得
手
、
不
得
手

が
あ
る
。
私
の
場

合
、
も
し
誰
か
に

「
不
慣
れ
な
も
の

は
何
か
」
と
聞
か
れ
た
ら
、「
パ

ソ
コ
ン
操
作
」
と
真
っ
先
に
答

え
る
。
実
際
は
パ
ソ
コ
ン
に
限

ら
ず
、
機
械
操
作
全
般
が
苦
手

と
い
う
こ
と
は
同
期
に
は
隠
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
実
だ
▼
こ

の
パ
ソ
コ
ン
に
お
い
て
、
近
年

注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
「
ク
ラ

ウ
ド
」
で
あ
る
。
語
源
は
諸
説

あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

先
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
形
態

が
ど
う
い
う
状
態
か
利
用
者
に

見
え
づ
ら
い
こ
と
を
「
雲
」
で

表
現
し
た
こ
と
が
所
以
だ
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
こ
か
ら

で
も
デ
ー
タ
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
情
報
共
有
な

ど
作
業
効
率
が
格
段
に
向
上
し

た
▼
た
だ
、
技
術
の
進
歩
で
日

常
生
活
は
便
利
に
な
っ
た
も
の

の
、
や
は
り
人
間
は
天
気
に
は

勝
て
な
い
よ
う
だ
。
今
夏
は
九

州
北
部
豪
雨
に
台
風
5
号
、
東

日
本
の
太
平
洋
側
で
の
長
雨
な

ど
「
雨
雲
」
に
翻
弄
さ
れ
た
。
ま

る
で
季
節
が
梅
雨
に
逆
戻
り
し

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
思
っ
た

ら
一
転
、
8
月
後
半
か
ら
は
遅

れ
て
や
っ
て
き
た
本
来
の
蒸
し

暑
さ
で
、
よ
う
や
く
夏
ら
し
さ

を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
▼

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
近
隣

諸
国
や
同
盟
国
は
対
外
関
係
や

内
政
で
混
乱
す
る
ば
か
り
。
天

気
も
世
界
情
勢
も
入
手
で
き
る

情
報
は
増
え
た
。
だ
が
そ
の
一

方
で
、
良
く
も
悪
く
も
不
安
定

さ
で
さ
え
も
、
よ
り
簡
単
に
且

つ
正
確
に
認
識
可
能
に
な
っ
た

と
い
う
結
果
を
生
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。 億
億
億
 （
虎
）

「持続可能な社会を切り拓く」
法学部政治学科  遠藤  薫  教授

し
い
才
能
を
持
ち
、
真
面
目
に
勉
学
に
励

ん
で
い
る
」
と
い
う
。
さ
ら
な
る
成
長
の

可
能
性
を
信
じ
、「
も
う
一
歩
前
へ
進
ん

で
、
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
積
極
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
常
に
変

化
す
る
社
会
と
向
き
合
い
、
新
し
い
社
会

学
を
探
求
す
る
先
生
は
、
知
の
最
先
端
を

発
信
し
続
け
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

か
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
一
見
散
逸

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
社

会
的
要
素
を
結
び
つ
け
、
新
た
な
社

会
学
を
築
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
自
然
科
学
的
な
方
法
論

を
導
入
し
て
、
社
会
学
を
客
観
的
に

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。
さ
ら

に
、「
日
本
の
社
会
を
欧
米
と
比
較

し
て
悲
観
あ
る
い
は
過
信
す
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
社
会
が
相
互
に
及
ぼ
す
影
響

を
考
え
て
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
役

立
つ
研
究
を
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
て
く
れ
た
。

教
育
者
と
し
て

　
最
後
に
本
学
で
学
ぶ
学
生
に
向
け
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伺
っ
た
。
遠
藤
先
生
の
印
象

で
は
、
本
学
の
学
生
は
「
各
々
に
素
晴
ら

す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
」
と

語
る
。
科
学
技
術
が
提
供
す
る
も
の
に
社

会
は
必
ず
し
も
順
応
し
な
い
。
そ
こ
で
、

「
科
学
を
理
解
し
た
者
が
社
会
と
の
結
び

つ
き
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
共
存
さ

せ
る
研
究
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
先
生
は
専
門
と
す
る
社
会
学
に
つ
い

て
、
情
報
・
意
識
・
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
と

い
っ
た
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
実
践
的
な
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
以
前
ま
で
把
握
が
難
し
か

っ
た
社
会
の
動
き
を
再
現
し
、
知
見
を
得

よ
う
と
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
持
続

可
能
な
社
会
の
在
り
方
と
そ
の
実
現
に
社

会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
如
何
に
役
立
つ

な
ど
に
関
し
て
、
詳
し
く
お
話
を
伺
っ

た
。 

（
取
材
・
構
成
　
齋
藤
美
穂
）

身
近
な
社
会
学

　
学
生
時
代
は
、
現
在
ご
専
門
の
社
会
学

で
は
な
く
理
系
の
学
問
を
学
ん
で
い
た
と

い
う
遠
藤
先
生
。
で
は
、
社
会
学
研
究
の

道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ

う
か
。

　
現
在
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
導
入
に

伴
う
経
済
や
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
議
論
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
本
格
的
に
社
会
に
普
及

し
た
際
、
人
々
に
混
乱
を
招
い
た
。
当
時

に
つ
い
て
、
先
生
は
「
科
学
技
術
は
人
間

に
と
っ
て
便
利
で
、
且
つ
作
業
の
効
率
化

な
ど
に
役
立
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
実
際
に
社
会
の
中
へ
技
術
を
取
り

込
ん
だ
と
き
、
良
い
影
響
だ
け
を
も
た
ら

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
修
了
。
1
9
9
3
年
よ
り

信
州
大
学
人
文
学
部
助
教
授
、
そ
の
後
、

東
京
大
学
社
会
情
報
学
研
究
所
客
員
助
教

授
な
ど
を
経
て
、
2
0
0
3
年
よ
り
本
学

に
赴
任
。
2
0
1
5
年
4
月
よ
り
大
学
院

政
治
学
研
究
科
委
員
長
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
今
回
は
、
理
論
社
会
学
、
社
会
情
報
学
、

社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
実
証
的
な

研
究
に
取
り
組
む
遠
藤
薫
先
生
に
、
研
究

紙面紹介

2
大
学
淘
汰
時
代

　
生
き
残
る
に
は

4
リ
ー
グ
戦
3
連
勝

　
1
部
昇
格
へ
向
け
、
奮
闘

す
る
ラ
ク
ロ
ス
部
男
子
。秋

季
リ
ー
グ
第
3
戦
の
東
洋
大

学
と
の
試
合
は
本
学
が
　
対
16

8
で
勝
利
し
た
。

洗練された学び場洗練された学び場へへ

オープンキャンパス2017開オープンキャンパス2017開催催

来
場
者
一
万
人
超

来
場
者
一
万
人
超
ええ

盛
況
の
う
ち
に
終

盛
況
の
う
ち
に
終
幕幕

経
営
学
科
青
木
ゼ

経
営
学
科
青
木
ゼ
ミミ

Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
と
共

Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
と
共
同同
開開
発発

　
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
7
月
　
日
～
　
日
の
2
日

29

30

間
で
開
催
さ
れ
た
。
大
学
概
要
・
入
試
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

会
や
模
擬
講
義
な
ど
、
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
企
画
が
展
開
さ

れ
、
各
所
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

教
職
員
・
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
親

身
な
対
応
も
功
を
奏
し
、
来
場

者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
良
好
で
し
た
。

ま
た
初
の
試
み
と
し
て
静
岡
か

ら
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
遠

方
か
ら
の
来
場
を
促
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

高
校
生
の
大
学
選
び
に
お
い
て

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
各
大
学

が
工
夫
を
凝
ら
し
て
ま
す
。
本

学
も
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
更
な
る
企

画
の
充
実
や
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
今
後
の
実
施
予
定
日
は
　
月
10

　
日
（
土
）
と
　
月
5
日
（
日
）

28

11

で
あ
り
、今
回
と
同
様
に
沢
山
の

方
の
来
場
に
期
待
が
か
か
る
。

別
相
談
は
、
様
々
な
分
野
の
教

授
の
話
を
同
じ
場
所
で
聞
く
こ

と
が
で
き
、
終
日
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
欠
か
せ
な
い
の

が
模
擬
講
義
だ
。
今
年
も
全
て

の
学
科
で
行
わ
れ
、
午
前
と
午

後
で
内
容
が
異
な
る
学
科
も
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
講
義
を

受
け
た
。

　
以
前
に
も
増
し
て
工
夫
を
凝

ら
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
つ
い
て
本
学
学
長
室
広
報
セ

ン
タ
ー
課
長
は
「
今
回
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
新
規
企
画

の
実
施
、
学
生
企
画
の
充
実
を

図
り
、
本
学
の
学
び
や
人
の
魅

力
を
訴
求
で
き
ま
し
た
。
更
に

続
で
1
万
名
を
超
え
る
人
出
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
か
ら

の
新
規
企
画
の
発
案
や
改
善
を

重
ね
て
き
た
結
果
だ
ろ
う
。
ま

た
来
場
者
の
傾
向
と
し
て
、
父

母
と
訪
れ
る
受
験
生
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
受

験
生
に
限
ら
ず
、
保
護
者
に
も

焦
点
を
当
て
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の

拡
充
が
来
場
者
増
加
の
大
き
な

要
因
で
あ
る
。
保
護
者
向
け
キ

ャ
リ
ア
教
育
説
明
会
、
経
営
学

科
青
木
ゼ
ミ
と
製
パ
ン
会
社
の

共
同
開
発
に
関
す
る
説
明
会
が

新
規
企
画
と
し
て
催
さ
れ
た
。

本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
大
学
だ
け
で
な
く
、
学
生
か

ら
も
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
画
面

を
模
し
た
記
念
撮
影
フ
レ
ー
ム

の
設
置
や
学
生
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

も
大
幅
な
見
直
し
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
企
画
と
合
わ
せ
て
今

年
は
混
雑
緩
和
に
も
取
り
組
ん

だ
。
毎
年
大
勢
の
来
場
者
が
参

加
す
る
全
体
説
明
会
を
初
め
て

百
周
年
記
念
会
館
で
実
施
し
、

円
滑
な
運
営
を
図
っ
た
。
そ
う

し
た
細
や
か
な
試
み
が
全
体
の

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

の
で
あ
る
。

　
来
場
者
に
と
っ
て
、
在
学
生

や
大
学
職
員
に
直
接
相
談
で
き

る
の
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ

る
。
本
学
で
は
来
場
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
5
種
類
の
個

別
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

た
。
特
に
各
学
科
教
員
と
の
個

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
入
場
者
数
は
1
0
0

2
3
名
と
、
昨
年
度
に
比
べ
5

％
減
少
し
た
も
の
の
、
2
年
連

　
7
月
は
概
ね
気
温
の
高
い
日

が
続
き
、
特
に
初
日
は
最
高
気

温
　
・
5
度
の
真
夏
日
と
な
っ

33
た
。
そ
ん
な
中
で
今
回
の
オ
ー

は
長
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

窺
い
知
れ
る
。

　
女
子
学
生
が
多
い
ゼ
ミ
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
企
業
側
か
ら

は
女
性
目
線
や
学
生
目
線
で
の

発
想
や
ア
イ
デ
ア
が
期
待
さ
れ

て
い
た
。
製
品
化
に
至
る
ま
で

に
、
学
生
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
実
食
調
査
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
調
査
を
独
自
に
実
施
し

た
。
そ
の
中
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
る
顧
客
を
設
定
し
商
品
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
固
め
た
と
い
う
。

　
青
木
ゼ
ミ
で
は
、Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ

と
の
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
企
業
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
。
す
で
に
3
年

の
ゼ
ミ
生
が
新
た
な
開
発
を
進

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
気
が

早
い
か
も
し
れ
な
い
が
既
に
来

年
の
新
商
品
が
楽
し
み
だ
。

で
温
め
る
こ
と
で
、
ト
ロ
ッ
と

し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
食
感
が

楽
し
め
る
。

　
2
品
と
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
が

詳
細
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
製
品
化
に
至
る
道
の
り

の
「
甘
党
男
子
」
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

甘
み
の
あ
る
チ
ョ
コ
と
ビ
タ
ー

な
チ
ョ
コ
が
一
緒
に
包
み
込
ま

れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
味
が
特
徴
だ
。
電
子
レ
ン
ジ

ン
チ
ス
テ
ィ
ッ
ク
4
本
入
」

だ
。
バ
タ
ー
風
味
と
塩
味
の
強

い
カ
ス
タ
ー
ド
チ
ッ
プ
を
混

ぜ
、
女
性
好
み
の
「
あ
ま
じ
ょ

っ
ぱ
い
」
味
わ
い
に
仕
立
て

た
。
忙
し
い
子
持
ち
の
共
働
き

女
性
が
片
手
で
も
手
軽
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
。

フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
お
り
、
ト
ー
ス
タ
ー
で

温
め
る
と
バ
タ
ー
の
風
味
が
際

立
つ
逸
品
で
あ
る
。
続
く
2
品

目
の
「
ち
ぎ
っ
て
フ
ォ
ン
ダ
ン

シ
ョ
コ
ラ
」
は
、
最
近
流
行
り

　
去
る
本
年
8
月
1
日
、
本
学

学
生
と
敷
島
製
パ
ン
（
Ｐ
ａ
ｓ

ｃ
ｏ
）
が
共
同
開
発
し
た
菓
子

パ
ン
2
品
が
発
売
さ
れ
た
。

　
同
社
と
の
共
同
開
発
に
臨
ん

だ
の
は
、
経
済
学
部
青
木
幸
弘

ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
だ
と
い
う
。

Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
と
青
木
ゼ
ミ
は
2

0
0
9
年
か
ら
共
同
開
発
に
取

り
組
み
、
過
去
3
回
に
わ
た
っ

て
6
品
を
開
発
し
て
き
た
。

　
ま
ず
、
今
年
製
品
化
し
た
2

品
の
う
ち
の
1
品
目
を
紹
介
す

る
。
そ
れ
は
「
塩
バ
タ
ー
フ
レ

蔵

側

造

則

贈贈贈贈贈

贈贈贈贈贈

促
促
促
促
促
促
促
促
促
促

促
促
促
促
促
促
促
促
促
促

て
お
り
、
多
く
の
受
験
生
に
閲

覧
さ
れ
た
。
さ
ら
に
今
年
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
本

サ
イ
ト
上
で
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

等
の
情
報
の
公
開
時
期
を
早
め

た
。
ま
た
本
学
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ

ト
や
来
年
度
か
ら
始
ま
る
一
般

入
試
新
制
度
の
紹
介
動
画
の
リ

ン
ク
を
掲
載
し
た
。
受
験
生
向

け
の
情
報
を
中
心
と
す
る
こ
と

で
、
受
験
生
に
と
っ
て
本
サ
イ

ト
は
、
本
学
を
知
る
た
め
の
大

き
な
情
報
源
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
今
後
も
魅
力
的
な
Ｈ
Ｐ
作

り
を
通
し
て
、
情
報
の
発
信
を

強
化
し
て
い
く
予
定
だ
。  （
永
）

　
学
習
院
大
学
は
受
験
生
向
け

の
情
報
サ
イ
ト
、
マ
ジ
マ
ジ
メ

マ
ガ
ジ
ン
を
開
設
し
て
い
る
。

本
サ
イ
ト
は
真
面
目
な
中
に
こ

そ
活
発
さ
、
楽
し
さ
が
あ
る
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
2

0
1
6
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
本
Ｈ
Ｐ
は
本
学
の
良
さ
を

多
角
的
に
伝
え
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
る
。
今
年
は
本
学
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
さ
く
ま
サ
ン
が
本
学
の
魅
力

を
伝
え
る
漫
画
の
新
編
が
作
成

さ
れ
た
。
新
編
で
は
、
さ
く
ま

サ
ン
が
本
学
内
に
あ
る
施
設
に

つ
い
て
紹
介
す
る
内
容
に
な
っ

さらに親しみやすいＨＰさらに親しみやすいＨＰをを

マジマジメマガジマジマジメマガジンン

日
商
簿
記
三
級
対
策
講
座
（
基
本
講
座
＋
直
前
対
策
）

【
学
習
院
大
生
・
学
習
院
女
子
大
生
限
定
講
座
】

日
程：

　
月
　
日
～
　
月
　
日
／
月
・
木
曜
日
開
講
／

10

30

11

16

　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

18

30

21

10

回
数：

全
5
回

定
員：

　
名
（
最
小
催
行
人
数
　
名
）

40

15

料
金：

1
7
8
0
0
円（
基
本
講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち

の
方
は
テ
キ
ス
ト
代
3
0
0
0
円
を
差
し
引
き
ま
す
）

詳
細：
　
月
の
日
商
簿
記
3
級
対
策
講
座
に
な
り
ま
す
。

11基
本
講
座
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
と
し
、
直
前
対
策
は
目

白
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
教
室
講
義
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
両
方
を

利
用
出
来
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
基
本
講
義
は
一
回

1
6
5
分
で
す
が
自
由
な
時
間
で
何
度
も
視
聴
で

き
ま
す
。

学
習
院
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

日
程：

　
月
　
日
（
土
）　

時
～
　
時
　
分

10

21

13

15

30

定
員：

　
名
（
最
少
催
行
人
員
8
名
）

20

料
金：

2
1
6
0
円

備
考：

電
話
の
み
の
受
付
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学習院大学新聞社
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今
を
残
す

　
カ
メ
ラ
に
せ
ま
る
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茎
茎
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茎
茎
茎
茎
茎
茎

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
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素

蘇

粗疎疎疎疎

祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
ろ
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
現
代
人
だ
。
あ

え
て
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
が
、
昔
に
は
な

か
っ
た
現
代
の
良
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
個
人
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
も
っ
と
一
人
一
人
が
自
分
た

ち
の
産
ま
れ
、
生
き
て
い
る
時
代
の
良
さ

を
認
識
し
、
誇
り
を
持
っ
て
も
い
い
は
ず

だ
。
完
璧
な
時
代
な
ど
存
在
し
な
い
。

「
こ
の
国
は
終
わ
っ
た
」
、「
政
府
が
悪

い
」
。
分
か
っ
た
よ
う
な
顔
で
こ
う
吐
き

捨
て
る
の
は
誰
に
で
も
出
来
る
。
批
判
的

な
目
線
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
は
あ
る
。
し

か
し
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
良
さ
や
改
善
が

可
能
な
現
代
の
悪
い
と
こ
ろ
よ
り
も
も
っ

と
強
調
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
た
と
え
今
が
暗
い
時
代
だ
と
し
て
も
暗

闇
で
煌
め
く
光
の
一
つ
と
し
て
思
い
切
り

輝
け
る
よ
う
、
そ
し
て
我
々
の
子
の
世
代

を
明
る
く
照
ら
す
存
在
に
な
れ
る
よ
う
残

り
の
大
学
生
活
、
そ
し
て
残
り
の
人
生
を

生
き
て
い
こ
う
と
思
う
。 円
 （
佐
藤
翔
太
）

振
り
返
ら
ず
胸
を
張
る

比
べ
て
危
険
で
劣
悪
な
時
代
だ
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
。
今
こ
の
文
を
読
ん
で
初
め

て
知
っ
た
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
何
故
事
実
と
実
感
が
一
致
し
な
い

の
か
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
を
始
め
と
し
た
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
左
右
さ
れ
て
い
る

部
分
が
大
き
い
。
殺
人
事
件
に
つ
い
て
の

時
間
配
分
を
増
や
せ
ば
、
あ
た
か
も
殺
人

事
件
が
増
え
て
い
る
と
錯
覚
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

現
代
人
と
し
て
の
誇
り
を

　
私
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
批
判
を
し
た
い

の
で
は
な
い
。
情
報
の
豊
富
な
こ
の
時

代
。
国
民
の
危
機
意
識
や
危
機
管
理
を
扇

動
す
る
為
に
時
間
を
多
く
割
く
の
は
何
も

悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
問
題
は
悪
い
と
こ

　
物
騒
な
世
の
中
に
な
っ
た
。
昔
は
良
か

っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
今
は
…
と
大
人
達

が
現
代
、
そ
し
て
現
代
を
生
き
る
若
者
の

姿
を
嘆
く
。
誰
も
が
何
処
か
で
一
度
は
目

に
し
た
事
の
あ
る
光
景
だ
。
最
近
、
特
に

2
0
1
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
頻
繁
に
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
我
々
が

生
き
る
現
代
は
昔
と
比
べ
て
悪
い
時
代
な

の
か
。
ま
た
現
代
に
足
り
な
い
も
の
は
何

な
の
か
。
今
回
は
一
人
の
若
者
と
し
て
意

見
・
考
察
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
犯
罪
認
知
件
数
が
2
0
0

0
年
代
前
半
か
ら
急
減
し
て
い
る
事
。
そ

し
て
殺
人
事
件
も
戦
後
か
ら
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
現
在
は
過
去
最
低
水
準
で

あ
る
事
を
知
り
、
驚
い
た
こ
と
だ
。
そ
れ

ま
で
は
自
分
も
現
代
、
特
に
平
成
は
昔
に

取
材
を
終
え
て

企
　
画
　
　
正
生
　
雄
大

レ
イ
ア
ウ
ト

安
井
　
大
河

構
　
成

担
　
当
　
　
稲
葉
弥
知
朗

　
　
　
　
　
遠
藤
　
加
寿

　
　
　
　
　
國
井
日
南
子

島
崎
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
鈴
木
麻
衣
子

　
　
　
　
　
渡
邊
　
紗
英

　
　
　
　
　
佐
藤
　
翔
太

　
大
学
の
「
2
0
1
8
年
問
題
」
が
大
き
な
関
心

を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
学
は
本
当
に

必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
を
呼
ん
で
い

る
。
2
0
1
8
年
問
題
と
は
一
体
何
な
の
か
、大

学
不
要
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
今
回
は

こ
れ
ら
の
問
題
を
紐
解
い
て
い
く
。

　
ま
た
近
年
、
受
験
生
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
広
報
も
目
立

つ
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
多
く
の

受
験
生
が
日
常
的
に
目
に
し
、
拡

散
性
も
高
く
コ
ス
ト
も
低
い
と
い

う
こ
と
で
大
学
広
報
関
係
者
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。
す
で
に
数

多
く
の
大
学
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
ち
、
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
大
学
の
数
が
減

少
し
て
い
く
中
で
生
き
残
れ
る
か

ど
う
か
は
各
大
学
の
広
報
戦
略
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。 

（
稲
葉
弥
知
朗
）

　
巷
で
は
、
2
0
1
8
年
以
降

の
　
歳
人
口
の
減
少
に
と
も
な

18
う
大
学
淘
汰
の
時
代
が
や
っ
て

く
る
と
囁
か
れ
て
い
る
。
そ
ん

な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
各

大
学
は
志
願
者
数
の
確
保
の
た

め
の
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
始

め
て
い
る
。

　
ま
ず
大
学
の
広
報
と
し
て
真

っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
。
受
験
生

が
大
学
に
直
接
来
る
数
少
な
い

機
会
で
あ
る
た
め
大
学
に
と
っ

て
受
験
生
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
最
近

で
は
遠
隔
地
か
ら
無
料
バ
ス
を

運
行
し
た
り
、
交
通
費
と
し
て

現
金
を
補
助
す
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
受
験
生
を
呼
び
込
む
た

め
に
工
夫
し
て
い
る
大
学
が
増

え
て
い
る
よ
う
だ
。

て
、
理
系
の
研
究
は
技
術
革
新

や
産
業
振
興
で
国
益
に
繋
が
る

が
、
文
系
の
研
究
は
役
に
立
ち

に
く
い
と
い
う
考
え
が
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
数
年
間
で
、
文
系
縮

小
化
の
動
き
は
大
規
模
に
拡
大

し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
多
く
の
国
立
大

学
で
は
理
系
の
学
部
を
拡
大

し
、
専
門
性
に
特
化
し
た
学
部

学
科
の
増
設
を
図
っ
た
。
ま
た

そ
れ
に
伴
い
、
入
試
制
度
も
こ

こ
数
年
で
大
幅
に
変
化
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動

き
が
、
偏
差
値
の
値
の
差
に
よ

っ
て
生
じ
る
大
学
格
差
を
更
に

広
げ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
理
系
の
大
学

が
重
視
さ
れ
て
い
る
中
、
大
学

に
行
く
必
要
は
な
い
と
い
う
大

学
不
要
論
が
世
の
中
に
広
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
考
え
の
主
体
で
あ
る
堀

江
貴
文
氏
は
、大
学
に
つ
い
て
、

大
学
の
試
験
制
度
を
廃
止
し
、

誰
で
も
入
学
で
き
る
環
境
に
す

べ
き
と
主
張
し
た
。
理
由
と
し

て
は
、
現
在
、
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
大
学
で
学
ぶ
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
を
自
ら
学
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
つ

ま
り
、
わ
ざ
わ
ざ
高
い
学
費
を

払
っ
て
ま
で
大
学
に
行
く
必
要

が
な
い
と
考
え
た
の
だ
。
ま

た
、
大
学
を
不
要
と
考
え
る
こ

と
で
、
近
年
の
奨
学
金
滞
納
問

題
に
対
応
で
き
る
と
し
た
。

　
以
上
が
現
在
の
大
学
の
実
態

で
あ
る
。
様
々
な
問
題
を
抱
え

る
中
、
大
学
は
今
、
理
系
に
特

化
す
る
こ
と
で
、
2
0
1
8
年

度
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
現
代

の
大
学
業
界
。
私
た
ち
は
、
本

格
的
に
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
く

必
要
が
で
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 円
円
円
円
 （
渡
邉
紗
英
）

学
者
数
に
多
少
な
り
と
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
た
が
、
大
学
経

営
、
進
学
率
の
飛
躍
的
伸
び
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か

し
2
0
1
8
年
、
人
口
減
少
期

へ
の
本
格
的
な
突
入
と
進
学
率

の
限
界
に
達
す
る
時
期
が
重
な

っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
2
0

1
8
年
か
ら
、
大
学
の
経
営
環

境
は
、
か
つ
て
な
い
危
機
に
襲

わ
れ
、
大
学
改
革
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
に
な
る
の
で

あ
る
。

　
「
2
0
1
8
年
度
問
題
」
発

覚
後
、
政
府
は
次
の
よ
う
な
対

策
を
図
っ
た
。
文
部
科
学
省
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
審
議
会
で
あ

る
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会

は
、
大
学
に
人
文
社
会
科
の
縮

小
を
命
じ
た
。
こ
の
理
由
と
し

　
近
年
、
多
く
の
大
学
が
業
績

困
難
か
ら
の
脱
却
を
目
的
に
、

経
営
改
革
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
革
期
で
あ
る
今
、

大
学
業
界
は
ど
の
よ
う
な
形
に

変
化
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。今
回
は
、大
学
運

営
方
針
を
め
ぐ
る
様
々
な
論
も

交
え
な
が
ら
、
現
代
の
大
学
の

実
態
に
つ
い
て
迫
っ
て
い
く
。

　
最
初
に
改
革
の
背
景
と
い
え

る
「
2
0
1
8
年
度
問
題
」
に

つ
い
て
見
て
い
く
。「
2
0
1

8
年
度
問
題
」
と
は
、　

歳
人

18

口
の
減
少
を
理
由
に
、
大
学
入

学
者
数
が
減
る
現
象
の
こ
と
を

言
う
。

　
2
0
0
9
年
以
降
、　

歳
人

18

口
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
今
ま
で
も
大
学
入

れ
は
、
ど
ん
な
時
代
に
も
普
遍

的
に
応
用
が
利
く
。
目
先
の
利

益
で
役
に
立
つ
、
役
に
立
た
な

い
を
決
め
て
し
ま
う
の
は
い
さ

さ
か
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
彼
ら
に
、
大
学
生
の

う
ち
に
何
を
し
た
い
か
を
尋
ね

た
。
人
と
関
わ
る
こ
と
。
よ
り

世
界
を
知
り
、
広
い
視
野
で
物

事
を
見
た
い
。
自
分
自
身
で
選

ん
で
入
っ
た
学
問
を
学
び
、
社

会
に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

大
人
に
な
る
た
め
の
準
備
を
し

た
い
。
た
く
さ
ん
知
り
、
挑
戦

し
て
色
々
な
人
に
出
会
い
た

い
。
学
業
と
部
活
、
適
度
な
バ

イ
ト
と
の
両
立
。
な
ど
が
挙
が

っ
た
。

　
比
較
的
、
自
由
度
が
高
い
大

学
時
代
。
学
生
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
で
き
る
こ
と
も
多
い
は
ず

だ
。
こ
れ
を
機
に
、
大
学
時
代

に
何
を
学
び
得
る
か
、
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。

（
正
生
雄
大
、
島
崎
あ
ゆ
み
）

た
。
さ
ら
に
、
ど
う
い
う
人
物

が
社
会
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
か

を
尋
ね
た
。
何
か
に
一
生
懸
命

取
り
組
み
結
果
を
残
し
た
人
。

ま
た
、
自
分
の
知
識
や
経
験

を
、
他
の
人
や
後
輩
等
に
上
手

に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

他
に
も
、
努
力
で
き
る
人
や
仕

事
が
で
き
る
人
、
と
い
っ
た
主

張
が
見
ら
れ
た
。

　
確
か
に
、
理
系
の
学
問
や
、

人
文
社
会
科
学
の
中
で
も
例
え

ば
経
営
学
な
ど
は
、
社
会
に
出

て
か
ら
の
即
戦
力
と
し
て
役
に

立
つ
学
問
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
役
に
立
つ
も
の
は
す
ぐ
に

役
に
た
た
な
く
な
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
、
理
系

の
分
野
に
し
て
も
、
2
0
4
5

年
に
は
人
工
知
能
が
人
間
の
脳

を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

何
が
正
し
い
の
か
と
い
う
価
値

判
断
を
す
る
た
め
の
教
養
を
養

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
人
文
社

会
学
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

至
上
主
義
に
拍
車
が
か
か
り
、

文
化
の
継
承
が
行
き
届
か
な
く

な
る
こ
と
。
そ
も
そ
も
学
問
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
初
め
て
成
り
立
っ
て
い

る
か
ら
。
ま
た
、
自
国
の
社
会

に
つ
い
て
、
何
も
知
ら
な
い
人

が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の

文
明
の
衰
退
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
挙
げ

ら
れ
る
。

　
人
文
社
会
学
は
思
考
を
構
築

す
る
能
力
に
役
に
立
つ
と
い
っ

た
意
見
が
多
い
。
一
方
で
、
人

文
社
会
学
系
統
の
学
生
に
限
ら

ず
と
も
、
日
本
の
大
学
生
の
学

問
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
さ
は
自
明
だ
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
大
学
名
重
視
の
風

潮
や
、
3
学
年
か
ら
は
時
間
の

多
く
を
就
職
の
た
め
に
使
う
現

状
が
挙
げ
ら
れ
た
。
つ
ま
り

は
、
ど
う
い
っ
た
人
物
が
就
職

と
い
う
形
で
社
会
に
評
価
さ
れ

る
か
に
起
因
す
る
よ
う
に
感
じ

　
大
学
淘
汰
時
代
に
つ
い
て
実

際
の
大
学
生
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
校

の
文
系
学
部
の
生
徒
数
名
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も
ら

っ
た
。
彼
ら
は
人
文
社
会
学
系

の
学
問
を
軽
視
す
る
風
潮
に

は
、
反
対
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
理
系

将
来
の
仕
事
に
直
結
し

に
く
い
印
象
も
あ
る
。

で
は
、
本
当
に
文
系
は

不
要
な
の
か
。
そ
の
点

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
も

是
非
一
度
考
え
て
貰
い

た
い
。

　
2
年
ほ
ど
前
、
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
国
立
大
学
文
系
学

部
廃
止
論
」
が
大
き
な

論
争
を
呼
ん
だ
事
は
記

憶
に
新
し
い
。
今
回
、
こ
の
論

争
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
圏
文
化

学
科
、
大
貫
敦
子
教
授
に
お
話

を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
、
文
系
学
問
が
行
っ
て

き
た
事
は
、
知
が
人
間
に
何
を

も
た
ら
す
の
か
を
問
う
こ
と

だ
。
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
人

間
の
知
は
時
に
は
人
間
に
不
幸

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
過
去
の

事
実
を
踏
ま
え
批
判
的
に
現
代

を
見
る
視
点
が
文
系
の
知
で
は

な
い
か
。
そ
う
し
た
思
考
が
広

　
「
文
系
は
役
に
立
た
な
い
」。

極
端
で
は
あ
る
が
、
文
系
の
学

生
も
含
め
、
多
く
の
人
が
そ
う

思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

確
か
に
、
文
系
学
問
は
理
系
に

比
べ
、
学
ぶ
目
的
が
不
明
瞭
で

ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
。
さ
ら

に
、
大
学
で
の
学
び
や
研
究
が

そ
、
我
々
大
学
生
の
真
の
実
力

が
試
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
風

潮
に
流
さ
れ
ず
、
確
固
た
る
自

分
自
身
の
道
を
切
り
開
い
て
い

き
た
い
。　
　
（
鈴
木
麻
衣
子
）

　
問
題
視
さ
れ
て
い
る
2
0
1

8
年
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ

て
き
て
い
る
。
今
回
の
特
集

が
、
大
学
淘
汰
時
代
に
対
す
る

自
分
自
身
の
意
見
を
持
つ
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間

の
大
学
生
活
。
4
年
間
で
何
を

学
び
、
ど
の
よ
う
に
社
会
へ
と

飛
び
立
っ
て
い
く
の
か
。
大
学

不
要
論
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た

ピ
ン
チ
を
、
ど
う
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

因
は
、
日
本
の
教
育
制
度
に
も

あ
る
。
現
在
の
日
本
の
入
試
の

仕
組
み
で
は
、
高
校
の
時
点
で

文
系
、
理
系
の
選
択
を
迫
る
。

常
に
過
去
と
現
代
を
往
還
し
つ

つ
問
い
続
け
る
文
系
的
能
力

と
、
目
的
合
理
性
を
優
先
す
る

理
系
的
思
考
回
路
の
両
方
を
育

ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　
ま
た
、
知
識
詰
め
込
み
型
の

大
学
入
試
形
態
に
も
問
題
が
あ

る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
少
子
高

齢
化
や
教
育
経
費
削
減
と
い
っ

た
問
題
が
こ
の
論
争
に
拍
車
を

か
け
た
と
言
え
る
。

　
近
年
で
は
教
育
改
革
の
一
環

と
し
て
、
授
業
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
化
や
、
思
考
力
を

問
う
自
己
推
薦
型
入
試
が
取
り

入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
古
く
か
ら
慣
例
化

さ
れ
て
き
た
教
育
形
態
と
そ
れ

に
対
す
る
人
々
の
ス
タ
ン
ス
は

す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
「
今
」
学
ん

で
い
る
学
生
が
自
身
の
中
に
あ

る
文
系
理
系
の
垣
根
を
取
っ
払

い
、
様
々
な
分
野
に
探
究
心
を

持
っ
て
学
ん
で
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。 円
円
円
 （
遠
藤
加
寿
）

い
視
野
を
生
む
。
情
報
の
精

査
、
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
が
現
代
で
は
必
要
と
言
わ

れ
て
い
る
。
文
系
は
過
去
の
文

献
を
読
む
こ
と
が
多
い
の
で
現

代
に
は
役
立
た
な
い
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
の
育
成
は
ま
さ
に
文
系
学

問
が
行
っ
て
き
た
こ
と
だ
。
情

報
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に

は
、
文
系
、
理
系
と
分
け
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
の

性
質
も
兼
ね
備
え
、
過
去
の
負

の
歴
史
と
向
き
合
い
、
こ
れ
か

ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
に
対
応

で
き
る
思
考
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　
文
系
不
要
論
が
生
ま
れ
た
原

学生は今学生は今、、

何を思うか何を思うか。。

文系学部は本当に文系学部は本当に、、

不要なのか不要なのか。。

文系学部の必要性を説く大貫教授

2018年問2018年問題題

迫りくる大学淘汰時迫りくる大学淘汰時代代

　今月から留学についてコラム

を書くことになりました、学習

院大学新聞社所属の国際社会科

学部2年・國井日南子です。現

在は本学の協定留学制度を利用

し、フランスのリヨン政治学院

に留学しています。

　記念すべき第一回のテーマは

ずばり「リヨン」。リヨンはフラ

ンスの南東部に位置する面積約

50の小さな街です。旧市街

の街並みは世界遺産に登録され

ています。街の中心に流れるの

はフランス四大河の二本、ロー

ヌ川とソーヌ川。川沿いではマ

ルシェが開かれたり人々の憩い

の場になったり、日々の生活に

欠かせない場所です。

　美食の街としても知られるリ

ヨン。イタリアのメディチ家仕

込みの宮廷料理を我が物とした

ことがその由来となっているそ

うです。そしてその名物がクネ

ル。王道の「川カマスのクネル」

は魚と卵にパンを加え、スフレ

状にしたもの。これにオマール

海老やザリガニのクリームソー

スをかけて頂く、洋風のはんぺ

んのような料理です。

　多少なりともリヨンに興味を

持っていただけましたでしょう

か。私もこれから新たな発見を

できるのが楽しみです。それで

は次回まで、Au  revoir!

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

大学淘汰時代の広報戦大学淘汰時代の広報戦略略

第1回

目
前
に
迫

目
前
に
迫
るる

2
0
1
8
年
問

2
0
1
8
年
問
題題



意外と知らな意外と知らないい
歴史を探歴史を探索索

「
映
え
る
写
真
」

「
映
え
る
写
真
」をを

求
め
る
若

求
め
る
若
者者

　（３） ２０１７年９月１４日（木曜日）（通算４９４号）   第２９５号［文化・生活］

曳

嬰

映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　目白駅より徒歩2分。改札を出て

左側にある横断歩道を渡り、線路沿

いに歩いた所にその店はある。本格

タイ料理店の「タイのラーメン　Ｔ

ＨＡＩ　ＮＯＯＤＬＥ＆ＦＯＯＤ

Ｓ」。扉を開くとおしゃれな空間が広

がっていた。白を基調とした店内は、

20席ほどで高級感溢れる店内には、

バーカウンターも完備されている。

　今回は、店長一番のオススメであ

る、オリジナルトムヤムヌードル

（750円）を注文した。麺はバミー

（小麦粉麺）とセンレック（米細麺）

から選べるのだが、後者を選び、さ

らにパクチーのトッピングを追加し

た。具材は豚ひき肉、エビ、マッシ

ュルーム、もやしなど。スープは見

かけほど辛くなく、さっぱりした味

付け。こちらのトムヤムクンスープ

はココナツミルクが入りながらも、

さらっとしたスープといった感じ。

一品700円前後の料金設定なので、

少数で行ってもいろんな種類のタイ

料理を楽しめる。また、パクチー好

きにはトッピングでパクチーを増や

せるのも嬉しい。

　ラーメン以外にもカレーやガパオ

など、沢山のメニューがあり、複数

人で訪れて、様々なメニューを少し

ずつ取り分けるのもオススメだ。テ

イクアウトもあるので、時間がない

時でも本格タイ料理を気軽に食べる

事が出来る。

　お店の方も、とても親切で、訪れ

たお客さんと仲良さげに話したり、

メニューの豆知識について熱心に説

明している姿が印象的だった。常連

客も多いようで、店の温かい雰囲気

に引き込まれてリピーターになるの

も頷ける。

　そして、今回の取材で本学の学生

でこの記事を読んだという方に限

り、今年いっぱい、ライスやラーメ

ンの大盛り無料にしてくれることに

なった。普段は大学周辺の飲食店に

あまり行かないという方も大学から

とても近い場所にあるので、この機

会にぜひ立ち寄ってみて欲しい。

（高橋萌）

店名：タイのラーメン  THAI  NOODLE&FOODS

営業時間：ランチ11:00～15:00

　　　　　ディナー17:00～23:00

定休日：なし

住所：東京都豊島区目白3-14-20

　　　　　　　　　　永長ビル1Ｆ

電話：03-6908-0773

本
格
エ
ス
ニ
ッ
ク
を
感
じ
る

糊

菰

股

虎

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

こ
に
描
か
れ
て
い
る
物
語
の
時

間
的
、
空
間
的
な
端
の
先
を
思

う
。
過
去
を
受
け
と
め
自
分
自

身
と
向
き
合
っ
た
登
場
人
物
。

彼
ら
は
こ
の
先
の
未
来
に
お
い

て
縛
ら
れ
ず
ど
こ
に
で
も
、
何

で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
そ
れ

は
読
者
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て

も
同
様
だ
。
大
学
生
活
に
お
い

て
自
分
自
身
が
わ
か
ら
な
く
な

り
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
ぜ

ひ
本
書
を
読
ん
で
ほ
し
い
。
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
ヒ
ン
ト

を
与
え
、
遠
い
場
所
も
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
わ
せ
く
れ
る
だ

ろ
う
。 

（
臣
）

（
宮
下
奈
都
著
　
光
文
社
　
税

込
1
6
2
0
円
　
2
0
1
7

年
）

　
本
書
は
宮
下
奈
都
に
よ
る
6

本
の
短
編
集
で
あ
る
。
こ
の
物

語
群
は
大
枠
で
捉
え
る
と
な
に

か
に
葛
藤
す
る
若
者
た
ち
が
、

一
歩
を
踏
み
出
す
瞬
間
を
そ
れ

ぞ
れ
切
り
取
っ
た
も
の
だ
。

　
か
つ
て
文
章
の
表
現
を
重
視

し
た
芥
川
龍
之
介
と
筋
（
プ
ロ

ッ
ト
）
を
重
視
し
た
谷
崎
潤
一

郎
の
論
争
が
あ
っ
た
。
本
書
を

読
み
終
わ
っ
た
あ
と
に
は
、
芥

川
に
肩
入
れ
を
し
た
く
な
る
。

あ
ら
す
じ
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち

て
し
ま
う
そ
の
一
文
一
文
に
私

た
ち
が
日
々
感
じ
て
い
る
言
葉

に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
情

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
言
葉

が
自
分
の
胸
の
中
に
す
と
ん
と

収
ま
っ
て
い
く
。
文
章
が
自
分

自
身
に
入
り
込
み
自
身
の
人
生

と
重
な
り
、
本
を
読
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
自
身
が
理
解

さ
れ
た
よ
う
な
多
幸
感
に
浸
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
小
説

は
、
小
説
を
読
む
と
い
う
行
為

の
意
義
と
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
本
書
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ

まだ何者でもない君まだ何者でもない君へへ

『つぼみ』『つぼみ』 宮下奈都著宮下奈都著

　
最
近
の
写
真
ブ
ー
ム
で
以
前

よ
り
も
需
要
が
増
し
て
い
る
カ

メ
ラ
や
携
帯
の
撮
影
ア
プ
リ
。

流
行
で
あ
り
な
が
ら
昔
か
ら
続

い
て
い
る
写
真
や
カ
メ
ラ
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。今
回
は
昨
今

の
写
真
事
情
を
調
査
し
た
。

ー
」
と
呼
ば
れ
る
。
中
に
は
芸

能
人
に
な
る
人
や
、
企
業
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
請
け
負
う
よ

う
な
人
も
出
て
き
て
い
る
の

だ
。
た
だ
し
、
投
稿
し
て
も

「
い
い
ね
！
」
が
多
く
つ
か
な

け
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
最

近
で
は
そ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映

え
を
意
識
し
た
お
店
が
人
気
を

呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
流

行
の
影
で
は
問
題
も
起
こ
っ
て

い
る
。
お
店
の
商
品
を
買
わ
ず

に
写
真
を
撮
る
だ
け
で
退
店
す

る
人
や
、
買
っ
て
も
写
真
を
撮

っ
て
す
ぐ
捨
て
て
し
ま
う
人
が

続
出
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
た
り
も
す
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

映
え
」
。
し
か
し
、
商
品
の
売

り
上
げ
が
伸
び
た
り
、
今
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
物
や
場

所
に
注
目
が
集
ま
っ
た
り
と
、

悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
積
極
的
に
外

出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
写

真
撮
影
の
知
識
が
増
え
た
り
と

良
い
こ
と
も
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

楽
し
む
の
は
個
人
の
自
由
で
あ

り
、
誰
か
と
一
緒
に
写
真
を
撮

る
の
は
楽
し
い
こ
と
だ
。
ル
ー

ル
に
従
っ
て
楽
し
む
事
を
心
掛

け
よ
う
。 

（
野
口
英
嗣
）

　
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
稿
に
対

し
て
「
い
い
ね
！
」
な
ど
の
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
機
能
が

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
い
い

ね
！
」
の
数
が
重
要
視
さ
れ
て

き
て
お
り
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
」
＝

「
い
い
ね
！
の
数
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

最
近
で
は
そ
の
「
い
い
ね
！
」

が
多
く
つ
け
ら
れ
る
写
真
を
積

極
的
に
発
信
し
人
気
に
な
っ
て

い
る
人
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

真
を
撮
ろ
う
と
す
る
人
々
が
急

激
に
増
え
た
。
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流

行
語
大
賞
」
に
も
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映

え
」
が
選
ば
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
で
は
こ
の
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
」

と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の

か
。
ま
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
評

価
が
良
い
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え

し
て
い
る
と
一
般
に
呼
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ

ば
現
実
で
行
っ
て
き
た
会
話
の

中
で
の
自
分
に
対
す
る
印
象
づ

け
や
評
価
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も

行
う
必
要
が
出
て
き
た
と
も
言

え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
行
う
こ

と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え

す
る
投
稿
を
す
る
こ

と
と
同
じ
意
味
と
し

て
扱
わ
れ
る
と
言
っ

て
も
良
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
従
来
で
は

考
え
る
必
要
の
な
か

っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ

プ
す
る
写
真
や
コ
メ

ン
ト
に
も
気
を
遣
う

必
要
が
出
て
き
た
の

だ
。

　
現
在
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
、
私
達
の
日

常
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
中
で
も
若
者

の
間
で
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
」
と

は
一
体
何
な
の
か
。
言
葉
の
意

味
を
掘
り
下
げ
る
。

　
ま
ず
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
」
と
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
写
真
を
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
し
て
公
開
し
た
際
に
評
価

が
良
い
と
い
う
意
味
だ
。
最
近

で
は
自
分
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
ど
う

思
わ
れ
る
か
、
ど
う
い
う
人
と

見
ら
れ
る
か
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
よ
り
良
い
写

術
は
一
気
に
電
子
化
し
て
い

く
。
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
と
移
行
し
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

が
誕
生
。
誰
で
も
使
え
る
道
具

と
な
っ
た
。
同
時
期
に
普
及
し

た
携
帯
電
話
に
も
カ
メ
ラ
機
能

が
搭
載
さ
れ
、
一
気
に
私
た
ち

の
生
活
の
中
に
入
っ
て
き
た
。

　
長
い
年
月
を
経
て
身
近
な
存

在
と
な
っ
て
い
っ
た
カ
メ
ラ
。

今
は
あ
ま
り
に
も
手
軽
に
使
え

て
し
ま
う
が
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
非
常
に
多
く
の
時
間
と
労

力
を
要
し
た
。
現
代
に
お
い
て

生
活
の
中
心
と
な
っ
た
カ
メ
ラ

の
歴
史
を
こ
の
機
会
に
振
り
返

っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。 

（
多
田
愉
梨
）

ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
」
と
呼
ば

れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち
の

間
で
流
行
す
る
。
こ
の
時
代
も

フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
た
撮
影
で
は

な
く
、
映
っ
た
景
色
な
ど
を
な

ぞ
っ
て
写
生
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の

感
光
材
料
に
よ
る
撮
影
が
実
現

し
た
の
は
、　

世
紀
に
入
っ
て

19

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
頃

は
1
枚
の
写
真
を
撮
る
の
に
8

時
間
も
か
か
っ
て
お
り
現
代
の

も
の
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
時
に
よ
う
や

く
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
。
焼

き
増
し
が
で
き
な
い
、
す
ぐ
に

プ
リ
ン
ト
で
き
な
い
な
ど
問
題

点
も
多
か
っ
た
が
、　

世
紀
に

19

入
り
改
良
が
多
く
な
さ
れ
る
。

感
光
材
料
が
良
質
な
も
の
へ
と

変
化
し
、
現
在
の
も
の
に
近
い

フ
ィ
ル
ム
が
誕
生
す
る
。
そ
の

後
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
フ
ィ
ル
ム
が
生
ま
れ
発

達
は
加
速
し
て
い
く
。
し
か
し

こ
の
頃
の
カ
メ
ラ
は
大
き
く
、

今
の
よ
う
に
手
軽
に
持
ち
運
べ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
ド

イ
ツ
の
オ
ス
カ
ー
・
バ
ル
ナ
ッ

ク
と
い
う
人
物
だ
。
彼
の
功
績

に
よ
り
小
型
化
し
た
カ
メ
ラ

は
、
市
民
の
も
の
と
し
て
広
が

っ
て
い
っ
た
。
以
後
、
写
真
技

　
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や

友
達
と
の
何
気
な
い
時
間
な
ど

近
頃
の
私
た
ち
は
写
真
を
撮
る

機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。
今

の
よ
う
に
カ
メ
ラ
が
身
近
に
な

っ
た
の
は
や
は
り
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
普
及
が
大
き
い
だ
ろ

う
。
で
は
今
の
よ
う
に
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
使
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た

か
、
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
起
源
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
な

ん
と
紀
元
前
だ
。
し
か
し
こ
の

こ
ろ
は
撮
影
す
る
機
能
は
な

く
、
外
の
景
色
を
映
す
だ
け
の

装
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、　15

世
紀
ご
ろ
に
改
良
さ
れ
「
カ
メ

　
み
な
さ
ん
は
ス
マ
ホ
で
写

真
を
上
手
に
撮
る
コ
ツ
を
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
回

は
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
の
機
能
や

工
夫
で
上
手
に
写
真
を
撮
る

方
法
を
3
つ
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
ず
グ
リ
ッ
ド
線
を
使
う

方
法
で
あ
る
。
グ
リ
ッ
ド
線

と
は
、
画
面
を
9
等
分
す
る

線
の
こ
と
を
指
す
。
交
点
や

枠
内
に
被
写
体
の
位
置
を
合

わ
せ
る
と
簡
単
に
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
写
真
が
出
来
上
が

る
。
次
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
ス
ペ

ー
ス
を
生
か
す
方
法
だ
。
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
ス
ペ
ー
ス
と
は
被

写
体
の
周
囲
の
環
境
の
こ
と

を
指
す
。
な
る
べ
く
大
き
な

壁
や
空
な
ど
被
写
体
を
引
き

立
た
せ
る
も
の
が
良
い
。
最

後
は
ズ
ー
ム
機
能
を
避
け
る

方
法
で
あ
る
。
ズ
ー
ム
機
能

を
使
う
と
画
像
が
荒
く
な
っ

た
り
、
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。

被
写
体
と
距
離
が
あ
る
時
は

自
ら
被
写
体
に
近
づ
く
と
良

い
。
　
使
い
方
ひ
と
つ
で
素
敵
な

写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

る
。
み
な
さ
ん
も
お
手
持
ち

の
ス
マ
ホ
で
綺
麗
な
写
真
を

撮
影
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。 

（
高
尾
紗
矢
）
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企
画
・
構
成
　
鍔
屋
　
花
奈

レ
イ
ア
ウ
ト
　
多
田
　
愉
梨

取
　
　
　
材
　
高
尾
　
紗
矢

高
橋
　
　
萌

野
口
　
英
嗣

吉
田
　
　
仁

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
つ
に
カ
メ
ラ
と
い

え
ど
も
、
撮
り
方
や
使
う
レ
ン

ズ
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ

る
。
筆
者
が
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
、
非
常
に
奥
深
い
世
界
で

あ
っ
た
。 

（
鍔
屋
花
奈
）

の
で
は
な
く
、
無
く
て
も
困
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

持
ち
た
い
と
思
う
の
は
何
か
そ

れ
を
使
い
た
い
目
的
や
こ
だ
わ

り
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
目
的

を
明
白
に
す
る
こ
と
で
自
分
に

ぴ
っ
た
り
の
一
品
を
見
つ
け
る

っ
た
。
Ｐ
モ
ー
ド
は
比
較
的
難

し
い
部
分
を
自
動
で
補
正
し
て

く
れ
る
も
の
だ
。
白
の
色
味
を

調
節
で
き
る
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ

ン
ス
」
と
明
る
さ
を
調
節
す
る

「
露
出
」
だ
け
を
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。
Ａ
モ
ー
ド
は
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
ス
ピ
ー
ド
だ

け
を
自
動
で
、
他
は
自
分
で
設

定
す
る
。
Ｓ
モ
ー
ド
は
水
し
ぶ

き
や
動
き
が
あ
る
も
の
を
撮
る

と
き
に
適
し
て
い
る
。
う
し
ろ

の
ボ
ケ
感
を
表
現
す
る
う
え
で

用
い
る
「
Ｆ
値
」
だ
け
が
自
動

で
な
さ
れ
る
。
Ｍ
モ
ー
ド
は
全

て
自
分
で
調
整
す
る
も
の
だ
。

　
こ
こ
数
年
、
女
性
か
ら
の
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
島
宗
さ

ん
に
よ
れ
ば
男
性
客
よ
り
多
い

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
だ
。
ま
た
、
業
界
全
体
の
流

れ
と
し
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
が

あ
る
そ
う
で
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一

眼
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、
ミ

ラ
ー
レ
ス
一
眼
の
オ
リ
ン
パ
ス

社
製
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
と
い
う
商

品
だ
そ
う
。
こ
ち
ら
は
ま
ず
見

た
目
が
可
愛
ら
し
く
、
女
性
人

気
が
非
常
に
高
い
の
も
う
な
ず

け
る
。
軽
く
て
持
ち
運
び
も
し

や
す
い
。

　
デ
ジ
カ
メ
と
ス
マ
ホ
の
撮
影

機
能
の
差
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
や
は
り

一
眼
レ
フ
と
の
写
真
の
差
は
ま

だ
ま
だ
大
き
い
。
ス
マ
ホ
で
撮

っ
た
写
真
と
友
人
の
一
眼
レ
フ

な
ど
で
撮
っ
た
写
真
を
比
べ
、

自
分
も
欲
し
く
な
る
と
い
う
人

が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
カ
メ
ラ
は
そ
れ
ほ
ど
安
い
も

っ
た
も
の
だ
。
価
格
帯
も
一
眼

レ
フ
よ
り
手
が
届
き
や
す
い
。

そ
の
一
方
で
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

越
し
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
が
多
い
。

　
だ
い
た
い
ど
の
カ
メ
ラ
に
も

Ｐ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｍ
の
モ
ー
ド
が

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て

は
よ
く
わ
か
ら
ず
に
使
っ
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ

　
池
袋
駅
東
口
を
出
る
と
、
す

ぐ
に
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
赤
く
大

き
な
文
字
が
見
え
る
。
今
回
は

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
池
袋
本
店
の
地

下
一
階
に
て
、
島
宗
春
穂
さ
ん

に
カ
メ
ラ
や
写
真
に
つ
い
て
の

お
話
を
伺
っ
た
。

　
カ
メ
ラ
を
ざ
っ
く
り
分
け
る

と
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
、
デ

ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
、
そ
し
て
一

眼
レ
フ
の
四
種
類
に

な
る
そ
う
だ
。
コ
ン

パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
と
は
い
わ
ゆ
る

デ
ジ
カ
メ
の
こ
と

で
、
レ
ン
ズ
交
換
は

で
き
な
い
。
ミ
ラ
ー

レ
ス
一
眼
は
レ
ン
ズ

内
部
の
鏡
を
な
く
す

こ
と
で
軽
量
化
を
図

Ｍ・Ｓ・Ａ・Ｐのモード

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
のの

上
手
な
使
い

上
手
な
使
い
方方

販
売
員
に
聞

販
売
員
に
聞
くく

奥
深
い
カ
メ
ラ
の
世

奥
深
い
カ
メ
ラ
の
世
界界

タイのラーメン　　
THAI  NOODLE&FOODS
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銃
や
的
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々

に
分
類
さ
れ
る
競
技
射
撃
。
そ
の

中
か
ら
今
回
は
、
固
定
さ
れ
た
的

を
狙
う
ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
日
々
打

ち
込
む
安
田
憲
一
郎
さ
ん
（
政
2
）

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
中
学
で
は
野
球
部
、
高
校
で
は

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
属
し
、
大
学

で
は
何
か
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
安
田
さ

ん
。
射
撃
部
に
入
部
し
た
理
由
を

「
優
し
い
先
輩
方
や
、
同
輩
と
共

に
高
め
合
う
部
の
雰
囲
気
が
気
に

入
っ
た
の
で
、
入
部
を
決
め
ま
し

た
」
と
語
る
。
　
ラ
イ
フ
ル
射
撃

で
は
、　

メ
ー
ト

10

ル
先
に
設
置
さ
れ

た
中
心
の
直
径
わ

ず
か
0
・
5
ミ
リ

の
的
の
真
ん
中
を

狙
う
。「
と
て
も

繊
細
な
競
技
で
、

小
さ
な
射
撃
姿
勢

の
ズ
レ
が
大
き
く

点
数
を
左
右
し
ま

す
。
心
臓
の
鼓
動

で
も
銃
が
揺
れ
て
し
ま
う
の
で
、

射
撃
の
瞬
間
に
は
息
を
止
め
て
い

ま
す
」
と
難
し
さ
を
語
っ
て
く
れ

た
。
一
方
、「
中
心
を
射
抜
け
た

と
感
じ
、
実
際
に
中
心
に
穴
の
開

い
た
的
を
確
認
し
た
時
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
」
と
競
技
の
楽
し
さ

も
教
え
て
く
れ
た
。

　
現
在
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
2
段
を

取
得
し
て
い
る
安
田
さ
ん
。
個
人

で
の
目
標
は
3
段
の
取
得
、
そ
し

て
全
国
大
会
出
場
を
掲
げ
て
い

る
。「
全
国
大
会
に
は
あ
る
程
度

の
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
た
人
し
か
行

け
な
い
の
で
、
自
分
の
目
標
に
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

や
る
気
も
十
分
だ
。

　
全
国
大
会
へ
と
つ
な
が
る
秋
季

大
会
も
目
前
。
チ
ー
ム
を
支
え
る

柱
と
し
て
、
そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
眼

差
し
を
今
日
も
的
の
中
心
に
向
け

て
い
る
。 

（
石
井
亜
樹
）

射撃部

安田  憲一郎  さん（政2）

目
標
見
据
え

目
標
見
据
え
てて

か
ら
6
名
の
選
手
が
勝
利
を
目

指
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
。
試
合

前
、
徳
山
洋
輔
主
将
（
政
3
）

は
、「
日
本
武
道
館
で
試
合
に

出
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま

練
習
の
成
果
を

　
9
月
3
日
、
日
本
武
道
館
に

て
、
東
京
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
が
行
わ
れ
た
。
本
学

大
学
に
1
―
0
で
勝
利
し
た

が
、
得
失
点
差
に
よ
り
、
本
学

の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

反
省
と
こ
れ
か
ら

　
試
合
後
、
山
元
ま
み
選
手

（
政
4
）
は
「
相
手
ゴ
ー
ル
側

フ
ィ
ー
ル
ド
で
プ
レ
ー
を
す
る

こ
と
が
今
回
の
目
標
で
し
た
。

武
蔵
大
学
戦
で
は
、
そ
れ
が
で

き
て
、
結
果
に
結
び
つ
き
ま
し

た
」
と
試
合
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
優
勝
決
定
後
、
前
田
主

将
は
「
成
城
大
学
か
ら
点
を
取

っ
て
勝
ち
き
っ
て
優
勝
し
た
か

っ
た
と
い
う
の
が
、第
一
で
す
。

で
も
、
数
年
ぶ
り
に
優
勝
で
き

た
の
は
凄
く
う
れ
し
い
で
す
」

と
止
ま
る
こ
と
の
な
い
向
上
心

と
喜
び
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
の
目
標

は
、『
2
部
優
勝
、
一
部
昇
格
』

と
い
う
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
。
四

大
戦
優
勝
で
勢
い
付
い
た
彼
女

た
ち
の
快
進
撃
は
も
う
始
ま
っ

て
い
る
。 

（
宇
田
川
直
人
）

ル
が
吹
か
れ
た
。
開
始
直
後

は
、
積
極
的
に
攻
め
続
け
、
高

い
位
置
で
の
パ
ス
カ
ッ
ト
か
ら

チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ
る
が
、
決
め

き
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
徐
々
に
相
手
の
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
ゆ
く
。
相
手
の
パ
ス
ワ

ー
ク
に
翻
弄
さ
れ
、
攻
め
ら
れ

続
け
る
時
間
が
続
く
。
ホ
ッ
ケ

ー
は
、
相
手
に
ペ
ー
ス
を
握
ら

れ
る
と
、
取
り
返
す
の
に
　
分
10

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
苦

し
い
　
分
が
続
い
た
が
、
激
し

10

い
マ
ー
ク
に
よ
る
守
備
で
、
得

点
を
許
さ
な
い
。
し
か
し
、
後

半
終
了
間
際
、
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
る
。
相
手
サ
ー
ク
ル

内
で
の
フ
ァ
ー
ル
に
よ
り
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
与
え

ら
れ
る
。
濱
崎
陽
菜
選
手
（
史

1
）
か
ら
の
正
確
な
ク
ロ
ス
が

再
三
送
ら
れ
る
も
、
Ｄ
Ｆ
に
阻

ま
れ
、
得
点
に
は
結
び
付
け

ず
。
0
―
0
の
ま
ま
試
合
終
了

と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
成
城
大
学
が
武
蔵

四
大
戦
へ
の
決
意

　
9
月
5
日
、
武
蔵
大
学
朝
霞

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
四
大
学
運
動
競
技
大
会
が

行
わ
れ
た
。
本
学
は
武
蔵
大

学
、
成
城
大
学
と
対
戦
。
1
日

で
、
2
試
合
（
1
試
合
　
分
の

50

変
則
ル
ー
ル
）
を
行
う
厳
し
い

日
程
の
な
か
、
立
派
に
戦
い
抜

い
た
。

　
試
合
前
、
主
将
の
前
田
紗
代

子
選
手
（
心
4
）
は
「
強
気
、

攻
め
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
こ
数

年
2
位
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
年
こ
そ
優
勝
し
て

学
習
院
の
四
大
戦
優
勝
に
貢
献

し
た
い
で
す
」
と
勝
利
を
決
意

し
、
試
合
に
挑
ん
だ
。

優
勝
に
向
け
て

　
武
蔵
大
学
に
2
―
0
で
勝
利

を
収
め
、
成
城
大
学
と
の
後
半

の
試
合
に
勝
て
ば
、
優
勝
が
決

定
す
る
、
大
一
番
で
ホ
イ
ッ
ス

　
　
キ
ロ
級
に
出
場
し
た
の

73
は
、
串
田
太
郎
選
手
（
法
2
）

と
久
保
田
龍
選
手
（
物
3
）。
串

田
選
手
は
激
し
く
組
み
合
う

が
、
技
あ
り
を
と
ら
れ
、
負
け

て
し
ま
う
。
久
保
田
選
手
は
序

盤
に
内
股
で
敗
北
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　
試
合
後
、
徳
山
主
将
は
「
部

活
に
強
い
時
期
、
弱
い
時
期
と

大
き
く
差
が
あ
り
ま
す
。
夏
は

合
宿
な
ど
で
、
努
力
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
成
果
を
発
揮
で
き

ず
残
念
で
す
。
し
か
し
、
日
々

練
習
を
続
け
れ
ば
必
ず
次
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
」
と
今
後
を

語
っ
て
く
れ
た
。 （
矢
島
涼
葉
）

す
。
そ
の
上
で
、
普
段
練
習
し

て
い
る
技
を
一
つ
で
も
多
く
出

せ
る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
が
納
得
す
る

試
合
を
し
た
い
で
す
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

悔
し
い
結
果
に

　
ま
ず
1
0
0
キ
ロ
級
の
伊
藤

匠
海
選
手
（
政
1
）
は
試
合
開

始
直
後
、
相
手
に
背
負
い
投
げ

を
さ
れ
、
一
本
負
け
し
て
し
ま

う
。
次
に
、　

キ
ロ
級
の
牟
田

60

一
貴
選
手
（
生
1
）
は
寝
技
に

持
ち
込
も
う
と
し
、
最
後
ま
で

粘
り
を
見
せ
て
い
た
が
、
惜
し

く
も
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
キ
ロ
級
に
は
、
徳
山
主
将

66
と
北
嶋
亮
太
選
手（
法
3
）が
出

場
。
徳
山
選
手
は
序
盤
の
リ
ー

ド
で
勝
利
が
見
え
た
も
の
の
、

返
さ
れ
て
し
ま
う
。
続
い
て
、

北
嶋
選
手
は
相
手
選
手
が
本
学

と
同
じ
二
部
の
選
手
な
の
で
、

善
戦
に
な
る
と
思
わ
れ
た
が
、

内
股
で
一
本
負
け
を
喫
し
た
。

　
訂
正
　
先
月
号
に
掲
載
し
た

サ
ッ
カ
ー
部
の
写
真
で
、
撮
影

さ
れ
た
選
手
の
名
前
を
辻
選
手

と
表
記
し
ま
し
た
が
正
し
く
は

辻
川
選
手
で
す
。
以
上
の
通
り

訂
正
し
サ
ッ
カ
ー
部
関
係
者
の

方
々
へ
御
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
部
昇
格
を
目
指
し
て

　
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ

が
9
月
3
日
に
学
習
院
大
学
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
た
。
リ

ー
グ
戦
に
て
本
学
は
第
1
戦
、

第
2
戦
で
勝
利
を
収
め
て
き

た
。
1
部
昇
格
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
今
、
こ
の
試
合
は
落
と

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な

中
、
オ
フ
ェ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
増
田
雄
司
選
手
（
営
4
）

は「
ホ
ー
ム
で
の
試
合
な
の
で
、

観
客
を
楽
し
ま
せ
る
試
合
を
し

て
必
ず
勝
利
を
掴
み
ま
す
。
第

1
戦
、
第
2
戦
と
逆
転
勝
利
を

収
め
、
チ
ー
ム
の
勢
い
は
最
高

で
す
。
こ
こ
で
油
断
せ
ず
、
大

事
に
戦
い
た
い
で
す
。
東
洋
大

学
は
1
対
1
の
能
力
が
高
い
の

で
、
学
習
院
の
持
ち
味
で
あ
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
全

員
で
勝
利
を
掴
み
ま
す
」
と
語

っ
て
く
れ
た
。

勢
い
に
乗
っ
て

　
秋
を
感
じ
さ
せ
る
風
が
吹
く

中
で
、
い
よ
い
よ
試
合
が
始
ま

っ
た
。
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
（
Ｑ
）

の
フ
ェ
イ
ス
オ
フ
で
は
、
諸
戸

翔
平
選
手
（
営
4
）
が
ボ
ー
ル

を
奪
い
取
る
こ
と
に
成
功
。
そ

し
て
高
速
の
パ
ス
を
つ
な
げ
て

い
っ
た
と
こ
ろ
で
楢
崎
大
生
選

手
（
仏
4
）
が
開
始
1
分
で
ゴ

ー
ル
を
決
め
た
。
そ
こ
か
ら
勢

い
に
乗
っ
た
本
学
は
息
の
合
っ

野
秀
和
選
手
（
営
4
）
の
姿
が

見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
第
4
Ｑ
が
始
ま
る
と
、
お
互

い
に
最
初
か
ら
白
熱
し
た
ボ
ー

ル
の
奪
い
合
い
を
見
せ
て
い

く
。
楢
崎
大
生
選
手
の
正
確
な

パ
ス
が
増
山
雄
一
郎
選
手
（
済

4
）
へ
と
渡
り
、
残
り
　
秒
の

40

と
こ
ろ
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
決
定
打
と

な
り
、　

対
8
で
本
学
が
勝
利

16

し
た
。
主
将
で
あ
る
牧
野
泰
宗

選
手
（
史
4
）
は
「
明
治
学
院

大
学
、
立
教
大
学
と
の
試
合
も

こ
の
勢
い
で
勝
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
1
部
昇
格
に
向
け
闘

志
を
燃
や
し
て
い
た
。

　
3
連
勝
し
勢
い
に
乗
っ
て
前

進
し
続
け
て
い
る
本
学
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
も
目
が
離
せ
そ

う
に
な
い
。 
（
岡
野
玲
於
奈
）

た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
き
、
第

1
Ｑ
は
5
対
2
で
リ
ー
ド
を
決

め
る
。
第
2
Ｑ
中
に
は
、
清
水

雄
輝
選
手
（
営
4
）
の
力
強
い

シ
ュ
ー
ト
に
よ
り
ク
ロ
ス
が
折

れ
る
と
い
う
場
面
も
。
依
然
と

し
て
本
学
が
リ
ー
ド
を
し
て
い

る
が
、
相
手
は
手
堅
く
ゴ
ー
ル

を
守
り
、
ゴ
ー
ル
の
そ
ば
に
決

し
て
寄
ら
せ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
そ
こ
で
コ
ー
ト
を

広
く
使
い
、
着
実
に
点
数
を
決

め
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
た
。

1
部
昇
格
へ
前
進

　
第
3
Ｑ
中
も
本
学
が
リ
ー
ド

を
し
て
い
た
が
、
相
手
チ
ー
ム

が
勢
い
づ
い
て
い
る
印
象
を
受

け
る
場
面
も
。
中
に
は
、
相
手

2
人
に
囲
ま
れ
た
時
も
あ
っ
た

が
、
焦
ら
ず
パ
ス
を
決
め
る
坂

そ
れ
ぞ
れ
が
多
少
な
り
と
も
犠

牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
も
あ
る
▼
人
は
犠
牲
の
上
に

何
を
望
む
の
か
。
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
が
違
う
者
の
そ
れ
を
探

す
の
は
困
難
だ
。
特
に
、
団
結

し
て
行
動
す
る
チ
ー
ム
の
中

で
、
万
人
が
納
得
す
る
答
え
を

見
つ
け
出
す
の
は
不
可
能
だ
ろ

う
。
だ
が
少
し
ず
つ
で
も
、
そ

の
答
え
に
近
づ
い
て
い
き
た
い

▼
「
本
当
に
上
手
く
部
を
ま
と

め
て
い
た
―
」
。
ひ
と
つ
上
の

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
、
改
め
て

思
う
。
責
任
重
大
な
立
場
に
な

っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
で
き
る

か
不
安
だ
。
そ
れ
で
も
覚
悟
を

決
め
、
任
期
中
の
職
務
を
全
う

す
る
所
存
だ
。
こ
の
1
年
間

も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。 （
風
）

　
蝉
の
鳴
き
声
は
静
ま
り
返

り
、
日
中
の
蒸
し
暑
さ
か
ら
も

解
放
さ
れ
、
す
っ
か
り
過
ご
し

や
す
く
な
っ
た
。
葉
は
紅
く
色

着
き
、
虫
の
鳴
き
声
に
鬱
陶
し

さ
は
な
く
、
秋
の
足
音
が
聞
こ

え
て
く
る
。
今
年
も
残
り
4
か

月
。「
あ
っ
と
い
う
間
」
と
い
う

言
葉
で
は
言
い
切
れ
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
▼
チ
ー
ム
は
、
一
人
ひ

と
り
が
思
い
を
ひ
と
つ
に
、
目

の
前
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

攻め込む中村選手

（撮影・稲葉弥知朗）

競り合う山下晶平選手

（撮影・安井大河）

寝技に持ち込む串田選手

（撮影・塚原優希）
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　　秋口のなか、
学習院大学グラウンド
にて、関東学生ラクロ
スリーグが開催され、
東洋大学との試合が行
われた。本学は開始
早々見事なチームワー
クで点数を取り、16対8
で勝利を収めた。
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